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2007年8月1日、ブックオフオンラインがサービスを開始した。中古本と新刊本
をともに購入できる通販サイトである。数十冊にわたる長大な書籍やコミックのシ
リーズを、中古本と新刊本をとりまぜて一気に購入できる「オトナ買い」ができるこ
とと、インターネットから申し込むだけで自宅まで回収に来てくれる宅配便を使っ
て、気軽に手元の本を売ることができるのが大きな魅力だ。サービス開始から半
年ほどで、登録会員数は15万人を超えた。NTTデータはECサイトの構築と運用
における豊富な技術とノウハウを発揮して、他のサイトにはない新しいサービスや
機能を盛り込みながらの短期開発と、安定したサイト運営を支えている。

手元の中古本を気軽に売ることが
できるECサイト

　ブックオフオンラインのトップページは、明る
く楽しくカラフルなデザインが目を引く。
　「文字を小さくしない、本、DVD、CDなどの
商品の画像をパッとたくさん見せるという基
本ルールで画面をデザインしました。『この本
を買いたい』という思いと同時に、知らない本
と出会う期待感を抱いて書棚の間を歩く宝
探しの期待感の両方を満たすことを目指して
います」と、ブックオフオンライン株式会社 代
表取締役社長 平山俊介氏は語る。

　買うだけではなく、手元の中古本を手軽に
売ることもできる。利用者は、会員登録をし
て、Web上の買取申込フォームに必要な内
容を入力するだけ。これだけの手間で、ブック
オフオンラインと契約している宅配便が、申込
者の自宅へ商品を受け取りに来てくれる。あ
とは、ブックオフオンラインの宅本便センターで
商品の査定が行われ、代金は銀行へ振り込
まれる。最寄りの店舗を捜して、重い本を運
ぶといった作業はまったく必要ない。手間を

かけずに本棚をすっきりさせ
ることができて、また、新しい
本を購入する意欲もわいてく
るというわけだ。
　サービス開始から半年で、
登録会員数は15万人を超
えた。サイトのアクセス数も
1,500万ページビュー/月を
超えており、2,000万ページ
ビューの達成も近い。短期間
に利用が急激に伸びている
にもかかわらず、レスポンスが
落ちず、予定外のサイトダウ
ンも起きていない信頼性の
高さもまた、ブックオフオンラインのサイトの特
長のひとつである。
　また、バックエンドで、商品のスピーディな流
れを支えているのが、常時在庫100万点を誇
る宅本便センターだ。同センター内には、月に
100～120万点の仕入、40～50万点/月の
出荷を効率よく行う工夫が凝らされている。

中古・新刊ミックスでシリーズ本を
一気にそろえられる「オトナ買い」

　ブックオフオンラインは、古本販売に新風を
巻き起こしたブックオフコーポレーションの
100％子会社だ。
　「いままでは、古本屋にはネガティブなイ
メージがありました。これを打破して、開放的
で、若い女性でも安心して入れる中古本販
売チェーンを展開したのが『ブックオフ』です」
と平山氏は説明する。
　ブックオフは、現在では「新古書店の草分

け」と呼ばれるほど知名度の高い存在とな
り、全国展開する店舗も900店に達した。しか
しこれからは、インターネットも上手に活用して
いかなくてはならない。そこで、Web通販に特
化した別会社として、ブックオフオンラインがス
タートしたのである。別会社にしたのは、リアル
店舗とバーチャル店舗を別事業にすること
で、ビジネスのスピード感を追求していくため
である。
　ブックオフオンラインは、ブックオフの圧倒
的な知名度を強みとしているだけでなく、中
古販売のリアル店舗で収集されてきた利用
者の声やニーズを意識して、サイトのサービス
として実現しているのも大きな特徴である。
　その代表的な機能が「オトナ買い」である。
　数十冊にわたっている長いコミックスの場
合、すべてそろったものをワンセットで購入し
たいというニーズは、リアル店舗でも高い。シ
リーズの中の1冊が欠けていても、買うのをや
めてしまう人が多いのだ。

　そこでブックオフオンラインは、中古本と新
刊本をミックスして、とにかく目的のシリーズを1
冊残らずそろえて一気に買うことができるよう
にした。これが名づけて「オトナ買い」である。
しかも、中古と新刊をまとめて一度で送ってく
れるため、購入者は個別の送料を負担しなく
て済む。
　「他のサイトにはない新規のサービスです
から、ネーミングにも知恵を絞りました」と平山
氏はにっこりする。「オトナ買い」は、常時100
万点という膨大な在庫を保有すると同時に、
中古のコンテンツと新刊のコンテンツを一気
に検索できるデータベースがバックエンドにあ
るからこそ実現することのできた、ブックオフオ
ンラインのサイトを特長づける機能なのである。

200万点データベースの高速検索
を低コストで実現

　使いやすい機能を備え、信頼性が高い消
費者向けECサイトを構築するために、開発
パートナーとして選んだのがNTTデータである。
　「相当数のベンダーに提案を求めましたが、
NTTデータは、提案力と開発力で圧倒的な
差がありました」と平山社長は2006年当時を
振り返る。
　提案で評価したのは、業界動向やブックオ
フおよびブックオフオンラインの業態の特徴ま
で踏まえて要求仕様を深く理解して、直近の
課題であるECサイトの構築と、将来に向けて
のビジネスの拡張提案を盛り込んだ点であ
る。スモールスタートに徹した提案だったため、
価格競争力もあった。

　開発面で力の差を印象づけたのは、検索
レスポンスを低コストで実現したことである。
　商品データベースには、20～30年前の本ま
で含めて200万件の商品が登録されている。
これを高速レスポンスでさまざまな角度から検
索できるようにするために、検索エンジンの開
発には力を入れた。
　「データベースサーバーを何十台も並べて
検索結果のレスポンスを出すのではなく、最
小台数のサーバーだけで、2～3秒のレスポン
スを実現することができました。どのサイトよりも
速い、しかも必要最小限の投資で抑えていま
す」と平山氏は胸を張る。
　NTTデータをパートナーに選んだ理由とし
て、提案力、開発力に次いで、平山氏は「人
間力」を挙げた。
　「ブックオフはもともとハートフルなマインドを
大事にするのが社風。ベンダーのコンペティ
ションのときにも、人間を見ました。こちらの夢
を語れば共感してくれるような人間味がある
か、意見が異なるときには遠慮なく激論をして
くれるか。つまり、同じ目標に向かって一緒に
走ってくれる人たちのいる会社を選んだつも
りです」と平山社長は語る。
　さらにNTTデータは、このプロジェクトに、
OSS（オープンソースソフトウェア）にくわしい
開発部隊を投入した。ECサイトに求められる
機能を、一段と広い知見で網羅するためで
ある。
　興味がある本を登録しておき、欲しい商品
が入荷したときにメールを受け取れる「入荷
お知らせメール」や価格が変動したときにメー
ルを受け取れる「値下げお知らせメール」な

どの機能には、こうした知識と技術が活かさ
れている。ユーザーのストレスにならないよう
に、支払い決済のスピードも速い。売れ筋ラン
キングや検索結果表示のページは「RSS」に
対応しており、サイトの先進性を印象づけて
いる。
　プロジェクトマネジメントはNTTデータに一
任されたが、そのやり方については非常に勉
強になったと平山氏は言う。その時のプロセ
ス管理など数々のノウハウは、自社でも取り入
れられて、様々な形で活用されているそうだ。
　「NTTデータは、いつも、コンピュータ用語
などをあまり使わずに、論点がわかるように説
明してくれます。また、こちらが譲れないビジネ
ス上のポイントをわたしたち自身のことばで語
れば、きちんとコンピュータ上でその要件を実
現してくれました。『オトナ買い』はその代表格
です」と平山氏は評価する。

年商100億円を目指してさらなる
サービス拡張

　ブックオフオンラインのサイトは、使い勝手の
良さも特徴のひとつだ。
　機能をシンプルに整理したうえに、ECサイト
を利用したことのない人を集めてテストを重ね
たことが、利用者からの予想以上の良い評価
につながった。
　「ECサイトというのは先行投資型ビジネス
だと覚悟していましたが、サービス開始から半
年経たないうちに、売上が会社設立時の目
標額に達するなど、滑り出しは順調です。こ
れから、サイト内のサービス向上はもちろん、使
いやすさを追求するための2次開発などを
行ってさらに魅力を高め、利益も拡大して、黒
字に転じていく方針です」と平山氏は力強く
語る。ブックオフオンラインは、長期的には年
商100億円を目指して、システムとサービス両
面の拡張を進めていく。サイトの顔でもある「オ
トナ買い」の機能も、一層の利便性向上を
図っていく計画だ。
　「NTTデータは、われわれが何をしたいの
か常にキャッチアップしていて、しかも、われわ
れとキャッチボールする形で、提案をしてくれ
ます。『他社がこうしているから』という理由で
勧めるのではなく、我々の会社のための提案
に、プロジェクトメンバーと同じ目線を持って取
り組んでくれています。これからも共同作業の
一体感を持って、一緒に夢を実現していきた
いですね」と平山氏は目を輝かせて語った。
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宅本便センター事業の2本柱である。
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　機能をシンプルに整理したうえに、ECサイト
を利用したことのない人を集めてテストを重ね
たことが、利用者からの予想以上の良い評価
につながった。
　「ECサイトというのは先行投資型ビジネス
だと覚悟していましたが、サービス開始から半
年経たないうちに、売上が会社設立時の目
標額に達するなど、滑り出しは順調です。こ
れから、サイト内のサービス向上はもちろん、使
いやすさを追求するための2次開発などを
行ってさらに魅力を高め、利益も拡大して、黒
字に転じていく方針です」と平山氏は力強く
語る。ブックオフオンラインは、長期的には年
商100億円を目指して、システムとサービス両
面の拡張を進めていく。サイトの顔でもある「オ
トナ買い」の機能も、一層の利便性向上を
図っていく計画だ。
　「NTTデータは、われわれが何をしたいの
か常にキャッチアップしていて、しかも、われわ
れとキャッチボールする形で、提案をしてくれ
ます。『他社がこうしているから』という理由で
勧めるのではなく、我々の会社のための提案
に、プロジェクトメンバーと同じ目線を持って取
り組んでくれています。これからも共同作業の
一体感を持って、一緒に夢を実現していきた
いですね」と平山氏は目を輝かせて語った。

ブックオフオンライン株式会社様

ユーザ事例 Case Study

ブックオフオンライン株式会社
本　　　社
サービス開始
資 本 金
従 業 員 数
事 業 概 要

:
:
:
:
:

神奈川県相模原市古淵2-14-20
2007年8月1日
3億1,000万円（2007年7月31日）
250名（2008年3月現在）

http://www.bookoffonline.co.jp/U　 R　 L :

中古本・新刊本をまとめて高速検索し、まとめて購入できる。
魅力満載かつ高信頼なECサイトを構築して、年商100億円を目指す

ブックオフオンライン株式会社
代表取締役社長
平山 俊介氏

中古本販売チェーン「ブックオフ」を展開する
ブックオフコーポレーションの100％子会社。
ブックオフオンラインの事業は、Web通販と、
宅本便センター事業の2本柱である。

ブックオフオンライン検索画面

ロジスティクスセンター



<<
  /ASCII85EncodePages false
  /AllowTransparency false
  /AutoPositionEPSFiles true
  /AutoRotatePages /None
  /Binding /Left
  /CalGrayProfile (Dot Gain 20%)
  /CalRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CalCMYKProfile (U.S. Web Coated \050SWOP\051 v2)
  /sRGBProfile (sRGB IEC61966-2.1)
  /CannotEmbedFontPolicy /Error
  /CompatibilityLevel 1.4
  /CompressObjects /Tags
  /CompressPages true
  /ConvertImagesToIndexed true
  /PassThroughJPEGImages true
  /CreateJDFFile false
  /CreateJobTicket false
  /DefaultRenderingIntent /Default
  /DetectBlends true
  /DetectCurves 0.0000
  /ColorConversionStrategy /CMYK
  /DoThumbnails false
  /EmbedAllFonts true
  /EmbedOpenType false
  /ParseICCProfilesInComments true
  /EmbedJobOptions true
  /DSCReportingLevel 0
  /EmitDSCWarnings false
  /EndPage -1
  /ImageMemory 1048576
  /LockDistillerParams false
  /MaxSubsetPct 100
  /Optimize true
  /OPM 1
  /ParseDSCComments true
  /ParseDSCCommentsForDocInfo true
  /PreserveCopyPage true
  /PreserveDICMYKValues true
  /PreserveEPSInfo true
  /PreserveFlatness true
  /PreserveHalftoneInfo false
  /PreserveOPIComments true
  /PreserveOverprintSettings true
  /StartPage 1
  /SubsetFonts true
  /TransferFunctionInfo /Apply
  /UCRandBGInfo /Preserve
  /UsePrologue false
  /ColorSettingsFile (None)
  /AlwaysEmbed [ true
  ]
  /NeverEmbed [ true
  ]
  /AntiAliasColorImages false
  /CropColorImages true
  /ColorImageMinResolution 300
  /ColorImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleColorImages true
  /ColorImageDownsampleType /Bicubic
  /ColorImageResolution 200
  /ColorImageDepth -1
  /ColorImageMinDownsampleDepth 1
  /ColorImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeColorImages true
  /ColorImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterColorImages true
  /ColorImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /ColorACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /ColorImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000ColorACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000ColorImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasGrayImages false
  /CropGrayImages true
  /GrayImageMinResolution 300
  /GrayImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleGrayImages true
  /GrayImageDownsampleType /Bicubic
  /GrayImageResolution 200
  /GrayImageDepth -1
  /GrayImageMinDownsampleDepth 2
  /GrayImageDownsampleThreshold 1.50000
  /EncodeGrayImages true
  /GrayImageFilter /DCTEncode
  /AutoFilterGrayImages true
  /GrayImageAutoFilterStrategy /JPEG
  /GrayACSImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /GrayImageDict <<
    /QFactor 0.15
    /HSamples [1 1 1 1] /VSamples [1 1 1 1]
  >>
  /JPEG2000GrayACSImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /JPEG2000GrayImageDict <<
    /TileWidth 256
    /TileHeight 256
    /Quality 30
  >>
  /AntiAliasMonoImages false
  /CropMonoImages true
  /MonoImageMinResolution 1200
  /MonoImageMinResolutionPolicy /OK
  /DownsampleMonoImages true
  /MonoImageDownsampleType /Bicubic
  /MonoImageResolution 300
  /MonoImageDepth -1
  /MonoImageDownsampleThreshold 1.00000
  /EncodeMonoImages true
  /MonoImageFilter /CCITTFaxEncode
  /MonoImageDict <<
    /K -1
  >>
  /AllowPSXObjects false
  /CheckCompliance [
    /None
  ]
  /PDFX1aCheck false
  /PDFX3Check false
  /PDFXCompliantPDFOnly false
  /PDFXNoTrimBoxError true
  /PDFXTrimBoxToMediaBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXSetBleedBoxToMediaBox true
  /PDFXBleedBoxToTrimBoxOffset [
    0.00000
    0.00000
    0.00000
    0.00000
  ]
  /PDFXOutputIntentProfile ()
  /PDFXOutputConditionIdentifier ()
  /PDFXOutputCondition ()
  /PDFXRegistryName ()
  /PDFXTrapped /False

  /Description <<
    /CHS <FEFF4f7f75288fd94e9b8bbe5b9a521b5efa7684002000410064006f006200650020005000440046002065876863900275284e8e9ad88d2891cf76845370524d53705237300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c676562535f00521b5efa768400200050004400460020658768633002>
    /CHT <FEFF4f7f752890194e9b8a2d7f6e5efa7acb7684002000410064006f006200650020005000440046002065874ef69069752865bc9ad854c18cea76845370524d5370523786557406300260a853ef4ee54f7f75280020004100630072006f0062006100740020548c002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee553ca66f49ad87248672c4f86958b555f5df25efa7acb76840020005000440046002065874ef63002>
    /DAN <>
    /DEU <>
    /ESP <>
    /FRA <>
    /ITA <>
    /KOR <FEFFc7740020c124c815c7440020c0acc6a9d558c5ec0020ace0d488c9c80020c2dcd5d80020c778c1c4c5d00020ac00c7a50020c801d569d55c002000410064006f0062006500200050004400460020bb38c11cb97c0020c791c131d569b2c8b2e4002e0020c774b807ac8c0020c791c131b41c00200050004400460020bb38c11cb2940020004100630072006f0062006100740020bc0f002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e00300020c774c0c1c5d0c11c0020c5f40020c2180020c788c2b5b2c8b2e4002e>
    /NLD (Gebruik deze instellingen om Adobe PDF-documenten te maken die zijn geoptimaliseerd voor prepress-afdrukken van hoge kwaliteit. De gemaakte PDF-documenten kunnen worden geopend met Acrobat en Adobe Reader 5.0 en hoger.)
    /NOR <>
    /PTB <>
    /SUO <>
    /SVE <>
    /ENU (Use these settings to create Adobe PDF documents best suited for high-quality prepress printing.  Created PDF documents can be opened with Acrobat and Adobe Reader 5.0 and later.)
    /JPN <FEFF9ad854c18cea306a30d730ea30d730ec30b951fa529b7528002000410064006f0062006500200050004400460020658766f8306e4f5c6210306b4f7f75283057307e305930023053306e8a2d5b9a30674f5c62103055308c305f0020005000440046002030d530a130a430eb306f3001004100630072006f0062006100740020304a30883073002000410064006f00620065002000520065006100640065007200200035002e003000204ee5964d3067958b304f30533068304c3067304d307e305930023053306e8a2d5b9a306b306f30d530a930f330c8306e57cb30818fbc307f304c5fc59808306730593002>
  >>
  /Namespace [
    (Adobe)
    (Common)
    (1.0)
  ]
  /OtherNamespaces [
    <<
      /AsReaderSpreads false
      /CropImagesToFrames true
      /ErrorControl /WarnAndContinue
      /FlattenerIgnoreSpreadOverrides false
      /IncludeGuidesGrids false
      /IncludeNonPrinting false
      /IncludeSlug false
      /Namespace [
        (Adobe)
        (InDesign)
        (4.0)
      ]
      /OmitPlacedBitmaps false
      /OmitPlacedEPS false
      /OmitPlacedPDF false
      /SimulateOverprint /Legacy
    >>
    <<
      /AddBleedMarks false
      /AddColorBars false
      /AddCropMarks false
      /AddPageInfo false
      /AddRegMarks false
      /ConvertColors /ConvertToCMYK
      /DestinationProfileName ()
      /DestinationProfileSelector /DocumentCMYK
      /Downsample16BitImages true
      /FlattenerPreset <<
        /PresetSelector /MediumResolution
      >>
      /FormElements false
      /GenerateStructure false
      /IncludeBookmarks false
      /IncludeHyperlinks false
      /IncludeInteractive false
      /IncludeLayers false
      /IncludeProfiles false
      /MultimediaHandling /UseObjectSettings
      /Namespace [
        (Adobe)
        (CreativeSuite)
        (2.0)
      ]
      /PDFXOutputIntentProfileSelector /DocumentCMYK
      /PreserveEditing true
      /UntaggedCMYKHandling /LeaveUntagged
      /UntaggedRGBHandling /UseDocumentProfile
      /UseDocumentBleed false
    >>
  ]
>> setdistillerparams
<<
  /HWResolution [2400 2400]
  /PageSize [612.000 792.000]
>> setpagedevice


